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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
七
年
三
月
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 

一
「
啓
蒙
日
本
外
史 
自
壹
巻
至
卅
五
巻 

全
」
東
陽
大
槻
誠
之
解
、
益
軒
渡
邊
約
郎
校 

(
發
行
者
目
黒
甚
七
、
印
刷
者
矢
野
松
之
助
、
明
治
二
十
六
年
二
版
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
二
十
年
。
東
陽
大
槻
誠
之
(
一
八
二
二
年
生
れ
、
一
九
〇
三
年
歿
)
は
、

相
模
國
出
身
の
儒
者
。
か
の
大
槻
磐
渓
先
生
(
仙
台
藩
儒
者
。
一
八
〇
一
年
生
れ
、
一
八
七
八
年
歿
。
大
槻

文
彦
の
父
。)、
本
書
に
叙
を
寄
せ
り
。
曰
く
、
東
陽
は
自
分
の
胤
族
に
は
非
ざ
れ
ど
同
姓
の
よ
し
み
よ
り
と
。

明
治
七
年
盤
渓
七
十
四
歳
。
讀
者
の
中
に
は
、
盤
渓
自
身
の
著
書
か
と
誤
解
せ
し
者
、
多
か
り
し
な
ら
む
。 

 

 

 

二
「
習
字
兼
用 

三
體
手
紙
之
文 

完
」
大
町
桂
月
著
、
玉
木
愛
石
書 

(
東
京
精
華
堂
蔵
版
、
大
正
二
年
訂
正
三
版
、
定
價
金
四
十
五
錢
、
七
六
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
五
年
。
三
體
と
は
、
楷
書
、
行
書
、
叢
書
な
り
。
年
賀
状
の
例
、

以
下
の
如
し
。「
改
暦
の
嘉
祥
萬
里
同
慶
目
出
度
申
納
候 

先
以
て
御
尊
家
御
一
同
様
御
安
寧
御
超
歳
被
爲

遊
奉
大
賀
候 

降
而
弊
屋
一
同
無
異
馬
齢
を
加
へ
候
間
乍
憚
御
省
慮
被
下
度
候
」
と
。 

 

三
「
頼
山
陽
大
観
」
坂
本
箕
山
著 

(
山
陽
遺
蹟
研
究
會
蔵
版
、
大
正
五
年
刊
、
定
價
金
参
圓
五
拾
錢
、
一
一
七
八
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
大
隈
重
信
、
序
文
に
て
曰
く
、「
余
は
青
年
時
代
に
於
て
、
頼
山
陽
が
遺
著
を
讀
む

に
及
び
、
膝
を
叩
い
て
快
哉
を
叫
び
男
子
須
ら
く
山
陽
の
書
を
讀
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
称
へ
た
り
き
。
そ
の

後
頼
山
陽
の
通
議
其
他
の
遺
著
を
見
る
に
及
び
愈
々
益
々
其
の
卓
識
な
る
に
敬
服
せ
り
。
彼
は
只
だ
一
の

儒
生
に
あ
ら
ず
し
て
、
學
問
の
要
は
経
世
實
用
に
在
り
と
称
へ
、
其
の
人
を
誨
ゆ
る
に
活
世
界
に
活
動
た
ら

し
む
を
以
て
し
た
り
き
」
と
。 
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四
「
類
句
作
例 

書
翰
大
辭
典
」
濱
野
知
三
郎
増
訂 

(
文
交
堂
書
店
、
大
正
九
年
十
四
版
、
定
價
金
貳
圓
、
本
体
一
一
六
二
頁
＋
附
録
(
書
翰
文
字
の
く
づ
し
方
)

一
〇
二
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
六
年
刊
。
年
賀
状
の
例
よ
り
、「
履
端
の
祥
慶
萬
象
維
新
芽
出
度
申
納

候
」、「「
改
暦
の
御
慶
、
千
鶴
萬
亀
目
出
度
申
納
候
」、「
乾
坤
一
新
風
物
頓
に
改
り
候
」、「
斗
柄
一
転
、
年

茲
に
改
り
、
萬
物
祥
を
呈
し
、
鳳
棲
益
々
御
清
福
に
越
年
遊
ば
さ
れ
候
段
欣
賀
不
斜
候
」、
新
玉
の
年
の
始

の
御
壽
、
目
出
度
祝
ひ
納
め
候
」。 

 

五
「
増
補 

東
洋
史
教
授
資
料
」
文
學
博
士
桑
原
隲
藏
述 

(
東
京
開
成
館
蔵
版
、
大
正
十
二
年
増
補
再
版
、
教
師
用
非
賣
品
、
本
文
四
九
二
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
三
年
刊
。
東
洋
史
の
基
礎
的
知
識
を
得
る
に
最
適
の
書
。
餘
り
の
名
著

故
に
、
二
度
目
の
購
入
な
れ
ど
、
前
の
も
の
は
表
紙
部
分
缺
落
せ
り
。
ま
た
、
桑
原
隲
藏
全
集
第
四
巻
も
同

一
内
容
を
含
む
こ
と
は
、
か
つ
て
紹
介
し
た
る
処
な
り
。 

 

六
「
新
字
鑑 

學
生
版
」
文
學
博
士
潮
谷
温
編 

(
東
京
弘
道
館
、
昭
和
二
十
九
年
増
補
二
十
一
版
、
定
價
六
百
圓
、
本
体
千
頁
＋
附
録
一
五
三
頁
) 

古
書
價
格
三
千
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
九
年
。 

盬
谷
温
(
一
八
七
八
年
生
れ
、
一
九
六
二
年
歿
、
元
東
京
帝
大
教
授
)
は
、
塩
谷
宕
陰
以
来
の
漢
學
者
の
家

系
。
一
九
三
𦾔
年
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る
「
新
字
鑑
」
は
國
策
を
背
負
ひ
た
る
漢
和
辞
典
と
し
て
、
當
時
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ổ
な
り
き
。
發
賣
二
年
間
に
て
百
参
拾
五
版
を
記
録
。
本
書
は
そ
の
學
徒
版
。
本
書
の
自
序
に
曰

く
、「
明
治
時
代
の
重
野
三
島
服
部
三
博
士
の
漢
和
大
辞
典
、
大
正
の
上
田
岡
田
博
士
等
の
大
字
典
よ
り
昭
和

の
大
字
鑑
ま
で
、
三
代
に
亙
る
大
小
幾
多
の
字
書
を
比
較
す
れ
ば
、
最
近
に
於
け
る
日
本
文
化
の
發
展
、
漢
和

字
典
の
沿
革
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
新
し
い
も
の
程
改
良
進
歩
の
著
し
い
も
の
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。」

と
。 
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七
「
頼
山
陽 
日
本
政
記
」
安
藤
英
男
譯 

(
白
川
書
院
、
一
九
七
六
年
刊
、
定
價
千
七
百
圓
、
三
七
六
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
本
書
刊
行
後
の
一
九
八
二
年
に
、
安
藤
氏
は
近
藤
出
版
社
よ
り
増
補
校
訂
版
四
〇
八

頁
を
出
し
て
居
る
。
原
文
紹
介
ペ
ổ
ジ
大
幅
に
増
え
た
れ
ば
、
そ
ち
ら
を
決
定
版
と
す
べ
し
。 

 

八
「
漢
詩
譯
百
人
一
首 

附
詠
史
六
十
六
絶
句
」
小
此
木
郁
三
著 

(
暁
印
書
館
、
昭
和
五
十
四
年
刊
、
非
賣
品
、
二
七
五
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
著
者
は
新
潟
県
警
Ｏ
Ｂ
、
元
新
潟
県
警
察
學
校
⾧
。
高
田
眞
治
に
師
事
し
漢
詩
を
學

ぶ
。
た
と
へ
ば
、
七
番
安
倍
仲
麻
呂
に
つ
い
て
は
、「
天
涯
萬
里
異
朝
に
臣
た
り 

郷
夢
綿
綿
た
り
觀
國
の

賓 

三
笠
山
頭
一
痕
の
月 

依
稀
と
し
て
思
ひ
を
賦
詩
に
託
す
る
こ
と
頻
り
な
り
」
と
。 

 

九
「
復
刻
版 

清
少
納
言
」
池
田
亀
鑑
著 

(
清
少
納
言
顕
彰
會
、
昭
和
六
十
二
年
復
刻
、
定
價
二
万
五
千
圓
、
本
文
三
四
六
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
函
入
。『
幻
の
名
著
』
の
限
定
復
刻
千
部
の
う
ち
の
第
三
三
九
冊
目
。
原
著
は
、
昭

和
二
十
九
年
同
和
春
秋
社
刊
。
池
田
亀
鑑
は
、
一
八
九
六
年
生
れ
、
一
九
五
六
年
歿
。
東
京
高
等
師
範
卒
業

後
女
子
學
習
院
助
教
授
と
な
る
も
、
東
京
帝
大
に
入
り
直
し
、
昭
和
九
年
助
教
授
、
昭
和
参
拾
年
五
十
八
歳

に
て
漸
く
教
授
と
な
る
も
、
翌
年
逝
去
す
。
枕
草
子
の
「
ご
く
短
き
段
」
と
し
て
、「
た
だ
過
ぎ
に
過
ぐ
る

も
の 

帆
か
け
た
る
舟
。
人
の
よ
は
ひ
。
春
夏
秋
冬
。」
を
紹
介
す
。 
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十
「
漢
詩
の
稽
古
」
石
川
忠
久
著 

(
大
修
館
、
二
〇
一
五
年
刊
、
定
價
本
体
千
八
百
圓
＋
税
、
二
四
二
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
石
川
忠
久
(
一
九
三
二
年
生
れ
、
二
〇
二
二
年
歿
。
東
大
文
學
部
中
國
文
學
科
卒
。

二
松
學
舍
大
學
理
事
⾧
、
學
⾧
を
歴
任
。
漢
詩
實
作
指
導
の
第
一
人
者
に
よ
る
門
人
指
導
を
紙
上
に
再
現
す
。 

 

十
一
「
一
億
三
千
万
人
の
た
め
の
論
語
教
室
」
高
橋
源
一
郎
著 

(
河
出
新
書
、
二
〇
一
九
年
刊
、
定
價
本
体
千
二
百
圓
＋
税
、
五
三
三
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
著
者
の
高
橋
源
一
郎
(
一
九
五
一
年
生
れ
)
は
、
調
ぶ
る
に
小
生
の
麻
布
中
學
の
三

年
後
輩
た
り
し
人
物
な
る
こ
と
判
明
す
。
彼
は
そ
の
後
関
西
に
引
越
し
、
灘
中
學
に
編
入
し
、
灘
高
校
を
卒

業
し
た
る
由
。
東
大
入
試
無
き
年
に
横
浜
國
立
大
學
に
入
學
す
る
も
、
學
生
運
動
の
た
め
逮
捕
せ
ら
る
。
そ

の
後
、
作
家
の
道
に
進
み
、
明
治
學
院
大
名
誉
教
授
と
な
る
。
本
書
は
著
者
の
二
十
年
来
に
亙
り
書
き
留
め

て
來
た
る
ラ
イ
フ
ワ
ổ
ク
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
作
家
と
し
て
の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
る
極

め
て
く
だ
け
た
る
口
語
譯
は
、
新
鮮
に
し
て
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
域
に
達
し
た
り
。 

為
政
篇
「
君
子
は
器
な
ら
ず
」
は
、「
あ
な
た
た
ち
は
、
な
に
も
考
へ
ず
人
に
使
は
れ
て
る
だ
け
の
道
具
じ

Ỷ
な
い
ん
で
す
。
人
間
な
ん
で
す
か
ら
、
自
分
の
頭
で
考
へ
て
な
に
ご
と
も
す
る
様
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
令
和
七
年
四
月
二
十
四
日
受
附
) 

  


